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保護者 職員

新たな学校は「小中一貫教育校」として！

一貫教育校には幼稚園・保育所を含めないことに
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第３回学校建設準備委員会 概要報告

充実した協議内容、その一端を

子どもたちにも語っていただきました

建設場所については、引き続き検討することに
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一貫教育校への理解をみんなで一歩ずつ！
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一貫教育校への理解をみんなで一歩ずつ！
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問１　開校計画 問２　一貫教育校の教育

問３　一貫教育校に期待すること(全体の上位４項目)

問４　一貫教育校に不安に思うこと(全体の上位４項目)
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上：保護者 下：職員

　昨年１２月１２日、町民センター第２会議室において、「第３回真鶴町学校建設準備委員会」が開かれました。「あなたが今蒔く種は、や

がてあなたの未来となって現れる。」という、夏目漱石の言葉をヒントに作られたくじ引きで座席が決められ、前回とは違った景色を眺め

ながらの話し合いになりました。保護者アンケートの結果報告を含め、各協議事項について、今回も熱い議論が繰り広げられました。

　建設を予定している一貫教育校（施設一体型校舎）は、小学校（まなづる小学校）と
中学校（真鶴中学校）とで構成し、幼稚園（ひなづる幼稚園）及び保育所（貴船愛児園、
石田保育園）は含めないことで決定しました。主な理由は次のとおりです。
（１）５歳までの乳幼児期と児童・生徒期では、子どもの生活環境に大きな違いがあり、
乳幼児と小中学生とが一緒に生活するための空間の確保は、敷地が限られている真
鶴町では現実的に難しい。
（２）保育所はすべて民営で、それぞれの方針のもと運
営を行ってきており、教育を柱とする町立の施設に併
設することは時期尚早である。
（３）義務教育学校になった場合、教職員の組織自体が
大きくなり、円滑な運営ができない可能性が高い。

　今回も、委員の皆さんから素晴らしいご
意見をたくさんいただきました。そのいくつ
かを紹介します。
●基本構想に人権的な視点を取り入れて欲しい。
●性同一性障害の子どもが使えるようなトイレも必要である。
●小中一貫教育校と並行して、幼保の将来について検討を始めて欲しい。
●幼保の段階から移り住んで欲しいことをアピールするべきだと思う。
●コミュニティ・スクールには地域課題を解決する役割も求められている。
●集まってきた意見を専門的に咀嚼するフィルターが必要ではないか。
●真鶴に移住してきたアーティスト系の方々に出前授業をして欲しい。
●「半島まるごと学校」のようなキャッチコピーで半島の魅力を伝えたい。

　新しい学校をどんな学校にしたいのか、どんな設備があったら嬉しいのか、まなづる
小学校と真鶴中学校の子どもたちに聞いてみました。自由奔放でありながらも、実に
現実的でもある子どもたちの思い。大切にしていきたいと思います。

　一貫教育校の建設候補地として、まなづる小学校
の跡地か真鶴中学校の跡地かに絞られ議論が進め
られています。委員の方からの積極的な資料提供な
どもあり、比較する要素は多岐に渡ることが確認され
ました。歴史的な景観が残る小学校周辺と、町の新し
い息吹が感じられる中学校周辺。次回の委員会では
安全面や環境面、施設・設備面など様々な角度から
議論を深めると同時に、まちづくりにもつながる、残さ
れた側の廃校利用についても意見交換を行うことに
なります。

　昨年立ち上げた「真鶴町学校建設準備委員会」や「教育を

語り合う会」など、議論の場をより充実させるため実施した

「一貫教育校実現に向けての保護者アンケートPart１」の集

計結果を報告します。

　保護者の回収率が62.8％（152家庭/242家庭）ということで、

結果すべてを「保護者の意向」と言い切ることはできません

が、現時点での大まかな傾向として貴重なご意見をいただく

ことができました。ご協力、ありがとうございました。

一貫教育校実現に向けての保護者アンケートPart１

◎目的：一貫教育校について、現時点での意見を聞き、

　 今後の議論の場をより充実させるため

◎対象：幼保小中の保護者（家庭数）と職員

◎実施期間：令和５年１１月６日（月）～１７日（金）

◎方法：幼保小中を通じてアンケート用紙を配付・回収、         

　 教育委員会で集計

◎回収率：保護者６２．８％、職員９６．９％

　80％の保護者が、一貫教育校

の教育内容を「ほとんど知らない」

「知らない」と答えており、開校計

画（予定：令和12年４月）を含め、

ＰＴＡ総会など様々な機会を捉え

て、今後確実に情報提供を行って

いく必要があります。

　一貫教育校になることで「丁寧な

学習指導・児童生徒指導」がより

効果的に行われることを、保護者

も職員も期待の一番に挙げていま

す。「クラブ活動・部活動の活性

化」への期待は、職員が12.9％で

あったのに対し、保護者が42.8％

と、最も大きな差が見られました。

[保護者]　・卒業式がなくなってしまうのは、子どもにとって
も親にとっても成長の過程で大事なことなので、違った形で
も何か出来ればと思います。　・町民により開かれた校舎づ
くりを目指す場合、子どもたちの安全面をどう確保するか気
になります。　・変化の少ない環境に慣れすぎてしまうことへ
の不安があります。色々な変化に触れる事も、この時期必要
な体験と思います。　・建設中の期間、どのような環境になる
のかが不安です。プール、給食など施設環境・体制を含め、
不備やがまんがないように要望します。

＝ 集計結果の詳細は二次元コードから ＝

幼保小中別の集計表のほか、問３・問４のすべての

項目のデータ・グラフ及び自由記述のまとめを

ご覧いただくことができます。

　一貫教育校に限らず、集団が小

さくなれば生まれやすいことですが、

「人間関係の固定化」への不安が、

保護者・職員共に最も多いことが

分かります。一貫教育校として、学

年の節目やリーダー性を培う機会

をどう設けるのか、日課や行事な

どをどう調整するのかが、今後の

大きな課題となります。

 [保護者]　・地域の人材や学校以外の施設を活用した、特色
ある授業の活性化。　・先生の人数が増えることで、子どもた
ちの関わり方にも幅がでる。　・コミュニティスクールで多く
の価値観に触れられるようになることを期待します。　・魅力
ある教育を実施することで、子育て世代の移住が促進され、
結果としてお友達が増えるといいなと思います。

　委員の方からは「遊びが学びにつながっていくという人としての自然な育ちを

大切にしたい」という貴重なご意見もいただきました。真鶴町の一貫教育とは、

幼稚園教育と小中学校の教育を含めた考え方（１２年間）であり、今後も幼（保）

小中一貫教育をより一層充実させていくことに変更はありません。

   また、幼稚園及び保育所の将来のあり方については、子どもの人口推移を見

守りながら、早急に検討を始める必要があると考えています。

[職員]　・固定化された人間関係になりがちで、学年ブロック
の分け方や行事の組み方などを工夫して、デメリット面の解
消を図る必要がある。　・時間割をつくる難しさ。日課表の小
中すりあわせ。　・体の大きさの違いもあり、何かの拍子にケ
ガにつながってしまうのではないかと、不安を感じます。

[職員]　・職員が共通の目的・目標をもって教育にあたること
ができる。　・意図的に様々な組み合わせの学年グループを
作ることができる。　・一貫教育で地域の教育力が向上するこ
とに期待する。

次回のお知らせ       

＊傍聴もできますので、ぜひお越しください。

日時　：令和６年３月２２日（金） 1３:４０～

会場　：町民センター２階　第２会議室（予定）

テーマ：「一貫教育校の基本理念②」

　　　　　「一貫教育校の建設場所」

　　　　　「保護者アンケートの分析結果」  

　　　　　他に令和６年度の予定等

まなづる小学校６年生（昨年１２月２０日）

・生き物がいて自然がいっぱいある学校。
・給食にみんなで育てたものが出る。
・騒音が少なく、授業に集中しやすい環境。
・ベンチがあって公園みたいな感じに。
・ロッカーをもっと大きくして欲しい。

真鶴中学校生徒会役員（昨年１２月１８日）

・グラウンドを広くして。サッカーで公式試合ができない。
・トイレの洋式を増やして欲しい。便座も暖かいと良い。
・共同で使える畑を使って、小中一緒に農作業をしたい。
・屋上でゆったりできるスペースが欲しい。
・テスト中は静かに。

●自由記述(一部抜粋)　

●自由記述(一部抜粋)　


